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緒 論

肺結核病巣に於けるカル シューム塩の種類,

分布状態,特 にその沈着機序に関 しては古来 多

くの学者による研究があり,多 くの説が報告 さ

れている｡

これ等 は永井22)の分類 によると,次の 4つに

纏 められ る｡ 即 ち,1), コレステ リン脂肪 の分

解に より生 じた脂肪酸が脂肪酸 カル シュームの

形で沈着す るとす る説 (Klotz,17)Aschoff 2)),

2),組織 内に遊離 した燐酸基 に カ ル シューム

が結合 し, 沈着す るとす る説 (Robinson28',

WellsandLong14)),3),2)の場合の燐酸基の

由来を主 として核 酸 に求める 説 (服部12),13),
[糾 す3L)) ,4),糖蛋 白質変性物質を基核 とす る

次
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第 2節 実験成績

第 3節 本章小指並びに考按

第 3茸 綜括並びに考按

結 論

読 (西山33),影 山16))等であるO

著者は,結核性肺病巣の生化学的並 びに組織

化学的研究の一環 として,結核性肺病巣に於け

る燐酸基並びにカル シュームの組織化学的検索

を行 う中,カル シュ-ム塩の分布状態に 2種美頁

あ り,その組織化学的性状にもいろいろ異 なる

点が多い ことに気附いた｡そ こで,その各 々の

差違を組織化学的に追求す ることは,結核性肺

病巣に於け るカル シューム塩の沈着の機序を解

明す ることになると考 え,実験的動物結核肺を

対照 としながら新鮮 な人 の切除結核肺に就いて

検索 し,カル シューム塩 に関す る諸問題 を解明

す ると共に,カル シュー･ム塩 の沈着機序に就い

て も検討を加えたい と考 えたO
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結核性肺病巣に於けるカルシューム塩沈着の

機序は,その反応の順序に従って問題 となる点

を羅列して行 くと次の通 りになる｡

即ち,1),カルシュームと塩を作 る酸基の種

類 とその由来及びその存在の状態,2),結核性

肺病巣のカルシューム塩沈着には基核が必要か

香か,もし必要 とすればその基核は何か,3),

結核性肺病巣のカルシューム塩沈着に関与する

諸因子及びそれ等 と沈着の時期に茶ける関係,

4),カル シューム塩が安定する為の条件等であ

る｡

結核性肺病巣に於けるカル シューム塩の大部

分は,燐酸カルシュ-ムである為,燐酸基に特

異性のある染色法 とカル シュームに特異性のあ

る染色法 とによって, 2つの方向から結核性肺

病巣に於けるカルシ3.-ム塩の分布状態が検索

されねばならない｡

そこで,著者はこれ等を検討する為に,先ず

第 1篇に於いて燐酸基並びにカル シュームに対

す る各種染色法 により,人の新鮮な結核性肺病

巣に於けるカルシュームと塩を作 る各種の酸基

の梗類及びその分布状態 を組織化学的 に検 討

し,カルシューム塩の沈着機序に就いてもー部

言及している｡

組織化学の本来の使命は,組織の形態学 とそ

の化学的組成の同時性解明にある｡

結核性肺病巣のカル シューム塩に関する諸問

題は,組織形態学的にのみ探究しても,叉化学

的見地からのみ探求 しても,その間題の本質に

は到達し得 ないと思われる｡ 形態学的検索 と化

学的検索 とが結 び合って,始めてカルシューム

塩に関する諸問題が解明されるのである｡

そこで,次の如 き観点に立脚 してカルシュー

ム塩の染色方法を検討 した｡

即ち, 従来 カルシュ-ムの染色方法 として

紘, Kossa氏硝酸銀法が代表的に用いられて

来たが, これはその反応形式から考 えてみて燐

酸基の染色方法であり, これを以ってカルシュ

ームの染色方法 として凡てを律することは出来

ないと思われる｡その為に,著者はアルカ リ土

類に特異性のあるア リザ リ-/S法をカルシュー

ムの染色方法 として用い,燐酸基の染色方法 と
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しては,燐酸基に特異性のある岡本氏モ リブデ

ン酸法を用い, 更に 従来 一般に使用されてい

る Kossa氏硝酸銀法 をも補助的に使用するこ

とにしたのである｡

このような観点から,結核性肺病巣に於ける

カルシューム塩の分布状態を検討 し,各種のカ

ルシューム塩 とその分布状態との関 連 を 追 求

し,その組織化学的性状を究明する こ と に よ

り, カル シューム塩沈着の機序に就いても言及

したいと思 う｡

第 1章 人の切除椿核肺に放ける力JLJ

シューム塩の分布状態

第 1節 実験材料並びに実験方法

実験材料 としては,人の新鮮 な切 除 肺 を 用

い,肉眼的に十分検討 した後, これを Serra,

Carnoy, 10.%ホルマ リンにより固定 し, パ ラ

フィン或はカーボワックスにより2-6FLの切片

を 作成 し, これに 細.織化学的 検 索 方 法 とし

て,岡本氏モ リブデン酸法,ア リザ リンS法,

Kossa 氏硝酸銀法, ス～ダ-/廿及びス-ダン

プラックによる脂質染色法,pH 1.3-4.0叉は

pH 7.0 の トルイジンブ ルーによるメタクロマ

ジア染色方法,-マ トキシ1)ンエオジン染色,

(以下H･E染色と略記)Mallory染色,格子

線維巣色, Ⅴ.Gieson による腰原線維染色方

法,Bielschowsky-Maresch 氏鍍銀線推染色

法 を用いて検索した｡

第 2節 実験成練

乾酪 性病巣は病理組織学的並びに組織化学的

にみて次の 2つの形がある｡

その 1つは病巣の中心部が略々均一性にエオ

ジンをとる無構造織で-マ トキシリンをとる部

分･は極めて少な く,僅かに核残漆が散在 し,ス

-ダン廿染色法で病巣の周辺部に脂質陽性部が

層状に認められ,pH4.0の トルイジ ンブル-の

メタクロマジア染色法で腰原線維層に沿ってメ

ククロマジア陽性層が認められ,その外側に願

原線維層が層状に規則正 しく配列するような乾

酪 陸病巣である｡ このような乾酪性病巣に於い

て,岡本氏モ リブデン酸法 とア リザ リンS法及
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び Kossa氏硝酸銀法 は略々一致 した部分に於

いて陽性を呈する｡

このような場合の染色状態は,略々均一性に

薄 く雲繋状に認められ (第 1図参照),ヘマ ト

キ シ リン染色によりこの部分が陰性を示す こと

が多い｡

もう1つの形は最近の化学療法施行例に度々

みられ るもので,病巣の一部叉は全部が好中球

に よる壊死巣 と化 した安平の所謂部分叉は完全

充実空洞の場合である｡ 25)･36)

スーダンI染色法 によって,月旨質陽性部は部

分的に認 められるか或 いは陰性であり,腰原線

維層 も規則正 しい部 分と乱れた部分が混在 して

いる｡併 し, pH4.0の トルイジンブJL,-に よ

るメタクロマジア染色法 では腰原線維層の内側

の部分には陰性を呈す る場合が多いが,好中球

壊死巣の核崩壊部はメククロマジア 陽 性 を 呈

し, ヒアルロニダーゼにより消化されない｡

このような病廉に於いては,好ヰ球壊死巣及

びその附近が岡本氏モ リブデン酸法 とア リザ リ

ンS法 と Kossa氏硝酸銀法 とにより,必 らず

Lも一致 して陽性を呈せず,その染色状態は濃

く不均一性に染色せられ (第 2図参照 )-マ ト

キ シ1)ン染色では,核崩壊部に一致 して陽性を

呈す る場合が多い｡

これ等燐酸基並びにカルシュームの各種染色

法 により陰性を示す病巣 としては,硝子化した

病巣,増殖性病巣,空洞,線維化巣等である｡

弟3節 本章小括

以上 の成績か ら判 るように,結核性柿病巣に

於けるカルシューム塩の分布状態は,その癖酸

基並びにカル シ3･-ムの染色法 により2つに大

別 され る｡ 然 もこの際注 目すべきことは,ア リ

ザ リンS法, 岡本氏 モ リブデン酸法, Kossa

氏硝酸銀法,-マ 1-キシ 1)ン津 の各種染色の間

に屡 々不一致の場合があり, 或 る場 合 には,

Kossa氏硝酸銀法 とア リザ リンS法 が一 致 し

て認 められるが,岡本氏 モ リブデン酸法 は陰性

を示し,或 る場 合は岡本氏モ リブデン酸法では

陽性を示すが,ア リザ リンS法,Kossa氏硝酸

銀法では陰性を示 しているO (第 2国及び第 3

- 3-

図参照 )

第 2章 燐酸茎並びにカルシュームの

各種染色方法の検討

カJt,シュ-ム塩の分布状態の差違を検討す る

ことは,カル シューム塩の沈着機序を解 明する

一助 ともなると考 え,先ず各種の染色法の特異

性の間是酎こ就いて,以下の如 き方法 で基礎実験

を試みた｡

第 1節 実験材料並びに実験方法

各種 カルシューム塩を乳鉢 にて細 か く粉 砕

し,予め燐酸基並びにカル シュームの各種染色

法 で検討 して後,ツェルロイジンにて包埋 し,

岡本 氏モ リブデン酸法,ア リザ リンS法,Kossa

氏硝酸銀法,-マ トキシ リン法 にて染 色 を 行

い,夫々検討 したがその成績は第 1表の通 りで

あるO

第 2節 実験成績 (第 1表参照 )

実験成績で注 目すべきことは, カルシューム

の染 色方法 として広 く一校に用いら れ て い る

第 1表 アルカ1)土煩塩に対する燐酸基並び

にカルシューム染色法の検討成績

汰 KossaEへマ トEア1)ザ

燐 酸 カ ル シュー ム

炭 酸 カ ル シュー ム

俸 酸 カ ル シュー ム
サリチル酸カルシュー
ム
脂肪酸 カルシューム

塩化 マグ ネシュ-ム

塩 化 カ ル シュー ム
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(士は部分的着色叉は褐色)

Kossa氏硝酸銀法 が, 塩化マグネシュ,-ムの

如 き酸基を含 まぬアルカ リ土類塩に対 しても陽

性を呈することである｡文,-マ トキシ リン法

によるカル シューム塩の検索方法は,以上 の成

績からも判 るように極めて不確実であるが, こ

れに就いての考察は後述する予定である｡

弟3節 本章小指並びに考接

以上 の成績から, Kossa氏硝酸銀法,及び
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ア リザ 1)ンS法 は,結核性肺病巣に於けるカ,i,

シューム塩 として最 も普通に認 められ る燐酸 カ

ル シュ-ム,稀に認 められ る炭酸 カル シュ-ム

及びF旨肋酸 カルシュームをも染 め得 ることがあ

ることを,本実験により証明し得 ると共に,岡

本氏モ リブデン酸法 による検索が,燐酸基のみ

を染色 し得 ることを も併せ認め得た と思 う｡

そこで,燐酸基に特異性のあると思われ る岡

本氏モ リブデン酸法,カル シュームに対 して特

異性があると思われ るア リザ リンS法 及びカル

シュ-ム塩の染色方法 として一般に広 く用いら

れ,且つ本実験に於いて極めて不確実であった

-マ トキシ リン法に就いて考察を加 えてみたい

と思 う｡

先ず,燐酸基染色法 としての岡本氏 モ リブデ

ン酸法及び岡本氏硝酸銀法 の特異性 と,その欠

点に就いて文献を参照 しながら考察を加 える｡

岡本氏モ リブデン酸法 は,燐酸基を 1.%硝酸 ウ

ラニ ー ルによって24時間処理することにより不

溶解性の燐酸 ウラニールを作 り, これに 1%酷

酸溶液を作用させることにより,燐酸基のみを

特異的に残 し, これにモ リブデン酸アンモニウ

ムと0.2N硝酸,更に硝酸ス ト1)と-ン等により

3日間処置 して後,塩化第一錫により還元 し,

後染色 として核染色を行 う方法である｡ 叉,硝

酸銀法は,燐酸基を 1%硝酸 ウラニ ー ルで燐酸

ウラ- - ルを作 り, これを 1%酪酸溶液で処置

して燐酸基のみを特異的に残す ところまでは前

法 と同様であるが,その後 の操作 でモ リブデン

酸アンモニウムの代 り･に硝酸銀を用いて処置 し

た後,還元剤により処置し,後染色 として核染

色する方法である｡

モ リブデン酸アンモニウムを用いる方法に就

いてほ,Lison18)によると,燐 は燐モ リブデン

酸塩の中間生産物 として間接的に証明され るの

であって,分析化学の場合は,過剰のモ リブデ

ン酸アンモニウムを痕跡 も残 さず完全に除去出

来 るから良いが,組織学の場合はそのようには

ゆかず,組織内の蛋白は著 しい量の物質を吸着

して,それを強 く保持す る能力がある為に,モ

リブデン酸アンモニウムも亦 これの場合 と同様

に,如何に念入 りに水洗 しても,組織のコロイ
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ドに吸着 された ものは除去出来 ない｡ 故に, こ

の反応は其の燐酸基の証明にはならないと非難

している｡併 し,岡本24)は硝酸ス トリヒエン及

び0.2N硝酸の使用により, この問題は解決 さ

れていると主張 している｡ 燐は生体内では,イ

オ ン状態で存在す る場合 と,有機物 と結合 した

潜在的な形 として存在する場合 と2通 り あ る

が,著者は後述の シューブの場合に, この方法

により有機物 と結合 した燐を染色 していること

を証明 しているが, これはこの方法 の0.2N硝

酸の中に72時間処置することにより,有機物 と

結合 している燐をイオンの状態に遊離 させて.

モ リブデン酸アンモニウムに よりそれが反応さ

れ るのだと考 えている｡ この考 えを裏書 きする

ものとして次の文献がある｡

L]'lienfeldetMonti19)が Kasselの指導に

ょり核の中の有機物 と結合 している燐を,組織

化学的に検出せんとして,先ず組織を,モ リブ

デン酸アンモニウムを含む硝酸で 35oC の状態

で処理すると,硝酸は有機物 と結合 している燐

を遊離せ しめオル ト燐酸 とした径,モ リブデン

酸アンモニウムによって, この燐酸を不溶解性

の燐モ リブデン酸化物 として沈澱 させ, これを

還元 して検出 したのである｡ 併 しながら, この

方法に対 しても侍, Bensley,4'Scott,30) 及び

Policard26) は核 の燐を 僅かで も遊 離 させるこ

とと,組織構造を保つ こととは両立出来 ないと

して反対 している.

Macallum20)によれば,350C30.%の硝酸は,

チモ核酸から,燐を遊離 させ ることが出来 ると

いい, NasmithetFidlak21) は畢丸から抽出

した核蛋白に就いて,定量的に反応を調べ,30

.%の硝酸は10分間で,36%の場合は72時間で,

100%遊離 させると述べた｡

岡本氏モ リブデン酸法の場合は,0.2N硝酸で

72時間処理する為,上記の理 由から一応有機物

と結合 している燐 の一部を遊離 していると考 え

て差支えない と思 う｡ 但 し,この方法は,燐 モ

リブデン酸アンモニウムの青色が多少周辺に流

れてみえるのが欠点である｡

次にカル シュ-ム染色方法 としてのア リザ リ

ンS法の:特異性 と欠点に就いて考察 を 加 え る
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と,ア リザ リンスルフォン酸は,CameronG)浴

唯一のカル シュ-ム染色法 として推 賞 して い

る｡ 元来ア リザ リンSとラックを作 る金属陽根

を検出す る方法 であるが,生体内革 に肺結核病

巣内で,各種 の不溶解性の塩を作 るカル シュ-

ム,マグ ネシュ-ムの中,マグ ネシュ-ムは,

カル シ1-ムに比べて比較的に少ない為にカル

シェ～ムの検出に用いて差 支えないが,勿 論 カ

ル シュームに特異的 な染色方法 ではない｡ア リ

ザ リンのカル シュームとのラッ クは,酸及びア

ルカ リに;称して抵抗性があり, Cameron5)は

この年与性を切片が著 しく染色 され過 ぎた時,余

分 の色素 を除去す る為に利用 した｡著者 もアル

カ リ性アル コ-ル (10%アンモニアを含む )と

酸性アル コ-ルを交二酎 こ用いて,切片の地肌が

脱色す るまで処置 して検索 している｡

LisonlB)はカル シューム塩 が凡てア リザ リン

及びその誘導体 と陽性に反応 し,ラックを作 る

ことが認 められ るとしても, この反応は余 り鋭

敏ではな く,相当多量のカル シュームが存在せ

ぬ限 り,検出は不可能であるが,ア リザ リン及

びその誘導体は,カル シューム特有の反応を妨

げる.tうな有機性の諸要素を染色す ることはな

く,叉脱灰 された組織片 では,ア リザ リン及び

その誘導体は一般 に著 し く拡散 した染色 しか現

さぬ為,カルシュームに対す る反応 と混 同す る

磨れはないが,無横の陽 イオ ンの 存 在 は 結果

を誤 らす為,注意が必要であると記 載 し てい

る｡

GierkeR'によると肺及び傍気管支淋巴部の石

挟化結節に於いては,鉄 は認 められない由であ

る｡ このことと,本法 の操作が極 めて簡単であ

り,且つ他 のカル シュ-ム塩 の染色 のように,

カル シュ-ムそのものでな く,燐酸基その他酸

基 の染色方法 と比べ ながら荏意 して用いると,

本法 は肺のカル シュームのど拝異的染色 として極

めて便利 な方法である｡

次に-マ トキシ リン法に就いて考察を加 える

と,-マ トキシ リン,及びその酸化に よって生

じた-マテイ ンは ラック性色素である｡-マ ト

キシ リンは水に溶けて無色 ,-マテイ ンは僅か

に黄色を皇す るのみで,共に染色能力を持って
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いない｡ 併 し, そのラッ クは 新著な色彩を 呈

し,強い染色能力がある｡ 一般 に-マ トキシ リ

ンはカル シュームとラック形成をす るといわれ

ている｡

併 し,Lison18) は これに反対 して次のように

報告 している｡ invitroで 溶解性のカル シュ

ーム塩に-マ トキシ リン溶液を作 用 させ ると,

Macallum,20-Schusik,29'E.Cowper-Evans,7-

Cameron6)の観察 した ように, 極 めて薄い赤

味がかかった或 いは紫がかった色 彩が 現 わ れ

る｡

不音容解性のカル シューム塩に作用 させた場合

は反応が極めて徐 々に現われ,反応産物が次第

に溶解 し,溶液 中に拡散す る｡

従って,-マテイ ン及び-マ トキ シ リンのカ

ル シュームラックは殆 ん ど無色で,且 つ可溶性

である｡

又,Cameron6) の実験によると, 薄い酸性

溶液でカル シューム塩 を溶解 し去っ た 後 に も

侍 ,-マ トキシ リン溶液 を作用 させ るとその部

分 はカル シューム塩 を溶解 し去 らぬ前 と同じ く

陽性を呈す ると報告 している｡即ち,この場合

の-マ トキ シリンは カル シューム塩 と莱師口性の

ある組織を染色 しているのではないか と考 えら

れ る｡

換言すれば,この方法はただ石灰沈着の基質

の染色を行っているだけである｡

その為,以後 の検索に於い て病巣内に認 めら

れ る-マ トキシ リンで陽性の部分は,常にカル

シューム塩 と親和性のある組織を染色 している

という考 え方 で,-マ トキシ リンで陰性で且つ

その部分 にカル シューム塩 を認 めた場合 と,一一･

致 した場合 とを区別 して検討す ることに した｡

そこで,燐酸基に特異性のある岡本氏 モ リブ

デン酸法 と,燐酸基及び燐酸基以外 のカル シュ

ーム塩 をも染色す る Kossa氏硝酸銀法 の場合

とを比較対照す ることによって,燐酸基 と炭酸

基及び脂肪酸基等 とを判別 し,岡本氏モ リブデ

ン酸法 とカル シ3.-ムを染色す るア リザ リンS

法 とを比較対照す ることによって,燐酸 カル シ

ェ-ムの沈着部位が判別 され るわけである (節

2表参照 )∩
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第 2衷 岡本氏モ1)ブデ./酸法と Kossa氏硝酸

銀法の染色上の差異

染 色 法 岡 本
モ1)ブデy酸法l硝酸 銀 法

燐酸 カル シューム

潜 在 性 燐 酸 基

脂肪酸カルシューム
炭 酸 カ ル シー ム

第 3章 綜括並びに考接

以上 の結果 より,岡本氏 モ l)ブデン酸法 ,ア

l)ザ リンS法 ,並びに-マ トキ シ 1)ン法 の本質

が略}r明 らかにされたが, この考 えに立脚 して

第 1葦 の人 の切除結核肺に於け るカル シューム

塩分布状態の実験成績を再検討 してみ ると,吹

の如 き結果になる｡

強い渉出炎 が乾酪変性に陥入 り,その後間 も

な く被包化せ られ安定 した と思われ る乾酪 陸病

巣 に認 め られ るカル シューム塩 は,燐酸 カル シ

ュームがその大部分 であ り,雨 もその染色像 が

極 めて薄 く雲窮状 である｡ これに対 して,乾酪

巣内に好 中球 参出に よる壊死巣が招来 された場

合 のカル シューム塩沈着は,燐酸 カル シューム

の他 に,炭酸 カル シュ-ム叉は脂肪酸 カル シュ

-ムの形である｡更に,前者 に於 いては,カル シ

ューム塩沈着が-マ トキ シ l)ン染 色で陰性であ

ることが多いのに対 して,後者に於 いては,-

マ トキ シ リン染色で濃染 し,且 つ核 の崩壊部 に

一致 して認 め られ ることが多い とい うことは興

味 あることである｡即ち,前者 の場合には,鯵出

性細胞の崩壊 に より生 じた燐酸基が,鯵出液 中

のカル シュームイオ ンと結合 して燐酸 カル シュ

-ムが形成 され るに伴っ て,寺稔 の所謂外部構

造 により外部 と遮断 され,pH が中性或 いはア

ル カ リ性 に傾 くと共に,安定 した石灰沈着 を来

す｡ この ような沈着状態は小葉大以下 の病巣に

多 く,且 つ均一性に分布す ることが多い｡それ

故に, この ような薄い均質性のカル シュ-ム塩

の沈着は,炎症 が このような小病巣では繰 り返

して起 ることが少な く,容易に収 まり,従って

病巣の被包化が招来 され易 く,最初の反応で生

じた燐酸 カル シュームが殆 んどその まま沈着 し

ている為であると考 えられ る｡ このことは,こ
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のような場/含,肺胞構造 がそのまま残っている

こと等か らも推定 され ることである｡

それに反 して,好 中球壊死巣に一致 してカル

シューム塩 が認 められ る場合は,小葉大以上 の

場合が多 く,カル シューム塩沈着が極めて不均

一性で,而 も燐酸 カル シューム以外 のカル シュ

ーム塩 が認 められ ることが多い｡ これは この よ

うな病巣では,炎症が何 回 も繰 り返 して起 り,

従って被膜の完成が遅れ,その為に最初に生 じ

た燐酸 カル シュームの一部又は全部が溶出 し,

その後 に再 び種 々の分解産物 とカル シュームと

の間に生 じた各種 のカル シューム塩 が沈着す る

為である｡ 叉, この場合,-マ トキシ リン染色

と一致す るとい うことは,-マ トキシ リンがカ

ル シュームを 染 色 してい るのではな く, その

基核 である燐酸基 を含む高分子の核酸を染色 し

てい るもの と推察す る｡そ してこ の こ と は,

Cameron6) の実験 である酸性溶液 に より カ ル

シュ-ムを溶解 した後 で も倍且つ-マ トキ シ 1)

ンで陽性であるとい う事実か らも裏書 きされ る

わけである｡叉, この場合,pH 1.0-4.0の ト

ルイジンブル ーで染色す ると,その部 に一致 し

てメタクロマジア陽性 を呈 し, ヒアル ロニダー

ゼに より消化 されないが, この場合の メタクロ

マジアは,核酸に由来 した もの と考 えられ る｡

従ってこの場合 の燐酸 カル シューム沈着の為 の

基核 は,高重合 の燐酸基を含む核酸の半分解物

質 と考 えられ るのである｡

結核性肺病巣内に,薄 く雲 繋状 に且つ均一性

にカル シュ-ム塩 の沈着が認 め られ る場合は,

多 くの場合 に,被包化が完成 し,寺於 の所謂外

部構造33)が規則正 し く配列 してい る｡ これに反

して,その部分には-マ トキ シ リンが陰性の場

合が多い｡ これは この ようなカル シューム塩 の

沈着には,-マ トキ シ リン陽性を皇す る高分 子

核酸 より形成 され る基核 よりも,寧 ろ透過性 の

低 い所謂外部構造 の如 きものが必要条件である

ことを示 しているのに他 ならない｡

このように,カル シー-ム塩の沈着 には基核

が明 らかに認 められ るもの と,=然 らざるもの と

が ある｡一般 の炎症巣にはカル シュ-ム塩 の沈

着 が認 め られ ることが少な く,結核病巣に認 め
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られ ることが多いという事実は,カルシューム

塩が永 くその部に安定 して存在するためには,

結核性病巣にみられ る如 き,透過性の低い外部

構造がこの種のカル シューム塩の沈着に必要で

あると思われ るが,その点に就いてほ第 2篇に

記述する予定である｡

結 論

燐酸基に特異性のある岡本氏モ リブデン酸法

とカル シュームに特異性のあるア リザ ンS法 と

を組合せ,同時に Kossa氏硝酸銀法,脂質そ

の他の染色方法の結果を検討することにより,

次の結論を得た｡

1) 結核性肺病巣内に認められるカル シュー

ム塩には 2種葦ある｡即ち,均一性に雲窮状に
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詑められ,核崩壊部 と必 らず Lも-致せぬ場合

と,不均一性に核崩壊部に一致 して認 められ る

場合である｡

2) 第-の場合は,カル シューム塩 と し て

紘,燐酸カルシュームが大部分であり,第二の

場合は,その他に,時に階肪酸カルシューム,

炭酸カル シュームが認められる｡

3) 最近の化学療法剤使用例の切除肺に於 い

ては,簡二の場合が大部分で,第-の場合は極

めて少ない｡

4) カルシューム塩の沈着には,透過性の低

い被膜により被包化されることが必要条件であ

る場合 と,好中球壊死巣 よりなる基核が必要条

件である場合 との 2種芋の沈着形式が考えられ

る｡

第 1図 乾酪性病巣周辺部 (関東氏燐酸基染色法)
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